
　
　

武
豊
町
沿
岸
部
で
の
津
波

に
よ
る
被
害
予
想
は
。

　
　
　
　
　
　
　

東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
が
同
時
発
生
し

た
場
合
、
報
道
で
は
２
ｍ
〜
５

ｍ
の
津
波
が
来
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
県
の
見
直
し
後
、
武

豊
町
地
域
防
災
計
画
を
た
だ
ち

に
見
直
す
。

　
　

臨
港
道
路
の
嵩
上
げ
、
護

岸
の
新
設
な
ど
、
道
路
事
業
の

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
12

月
に
都
市
計
画
道
路
衣
浦
西
部

線
と
し
て
都
市
計
画
決
定
が
さ

れ
た
。
早
期
事
業
化
が
さ
れ
る

よ
う
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　

地
震
発
生
時
に
住
民
に
早

く
情
報
を
伝
え
る
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

地
震
発
生
の

情
報
伝
達
手
段
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
、

受
信
さ
れ
る
と
同
時
に
同
報
無

線
が
立
ち
上
が
り
、
職
員
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
町
内
全
域
に

広
報
さ
れ
る
。

　
　

戸
別
受
信
機
の
配
布
状
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　

区
に
入
っ
て

い
る
所
帯
に
つ
い
て
は
全
て
配

布
し
た
。
配
布
率
は
70
％
で
あ

る
。

　
　

想
定
外
の
津
波
が
発
生
し

た
場
合
の
避
難
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

逃
げ
る
以
外

に
な
い
。
地
震
発
生
後
、
津
波

到
達
ま
で
数
分
か
ら
数
十
分
か

か
る
。
情
報
が
伝
わ
れ
ば
十
分

避
難
で
き
る
。

　
　

防
災
訓
練
の
あ
り
方
に
つ

い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の

防
災
訓
練
は
、
津
波
を
想
定
し

た
訓
練
は
実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
津
波
対
策
を
含
め
た

訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

は
。

　
　
　
　
　
　
　

各
小
中
学
校

で
、
学
校
安
全
計
画
を
作
成
し
、

指
導
し
て
い
る
。
地
震
体
験
車

「
な
ま
ず
号
」
の
体
験
を
取
り

入
れ
、
防
災
交
通
課
職
員
を
講

師
に
防
災
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

防
災
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
の
参
加
は
。

　
　
　
　
　
　
　

町
の
防
災
訓

練
に
は
、
中
学
生
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

総
勢
80
人
が
参
加
し
、
地
域
の

一
員
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
と

な
っ
て
く
れ
る
と
思
う
。

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

政和クラブ
大岩　保 議員

問

問問

問問

問問

問答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

■武豊町防災センター

■地震体験車なまず号

■戸別受信機

防
災
訓
練
の
あ
り
方
は

防
災
訓
練
の
あ
り
方
は

問

今
後
�津
波
対
策
を
含
め
た
訓
練
を
実
施

答

町政を問う!

答

産
業
建
設
部
長
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こ
の
地
方
に
も
、
近
い
将
来

必
ず
来
る
と
い
わ
れ
る
東
海
･

東
南
海
・
南
海
地
震
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
必
要
と
な
る
。

　
　

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
で
は
、
長
野

県
木
曽
郡
上
松
町
と
、
岐
阜
県

可
児
市
と
な
っ
て
お
り
、
広
域

的
な
被
害
を
想
定
し
、
中
部
地

方
以
外
の
市
町
と
の
協
定
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
の
３
連
動
地
震

が
危
惧
さ
れ
る
。
早
急
に
体
制

を
整
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ト
を
通
し
広
域
的
に
協
定

先
を
探
す
。

　
　

災
害
時
の
緊
急
協
力
に
つ

い
て
、
町
内
の
事
業
所
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
が
、
協
定
締
結

後
10
年
近
く
経
過
し
て
い
る
。

災
害
発
生
時
に
協
力
は
得
ら
れ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、食
料
・

物
資
な
ど
の
供
給
先
と
し
て
商

工
業
者
10
社
、
災
害
予
防
・
人

命
救
助
・
緊
急
災
害
復
旧
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
建
設
業
者
な

ど
42
社
と
協
定
し
て
い
る
。
過

去
に
、
台
風
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
た
と
き
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
協
定
に
は
有
効
期
間
は
な

い
が
、
確
認
の
意
味
を
兼
ね
、

覚
書
な
ど
を
交
わ
す
と
と
も
に
、

現
在
の
内
容
も
検
証
し
、
非
常

時
に
円
滑
な
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。

　
　

大
規
模
災
害
発
生
後
、
全

国
各
地
か
ら
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
応
援
に
来
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
円
滑
に
受
け
入
れ

る
た
め
の
具
体
的
な
計
画
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

武
豊
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
な
ど
の
開

設
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
協
定

を
社
会
福
祉
協
議
会
と
結
ん
で

お
り
、
災
害
発
生
時
の
対
応
や

連
絡
体
制
に
つ
い
て
、
県
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
、
社
協
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
定
期
的

に
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
防
災
訓
練
に
お
い
て
支
援

本
部
の
立
ち
上
げ
訓
練
も
行
っ

て
い
る
。

　

平
成
9
年
に
採
択
さ
れ
た
京

都
議
定
書
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
国
・
県
の
指
導

の
も
と
、
平
成
16
年
か
ら
5
年

計
画
の
「
武
豊
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
も
、
平
成
21

年
度
か
ら
、
第
2
次
計
画
と
な

り
、
新
た
な
削
減
目
標
を
立
て

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

平
成
20
年
度
に
終
了
し
た

第
1
次
計
画
の
評
価
は
。

　
　
　
　
　
　
　

町
内
35
施
設

に
お
い
て
、
公
用
車
の
燃
料
使

用
量
・
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
使

用
量
・
事
務
用
紙
の
使
用
量
の

削
減
な
ど
6
つ
の
個
別
目
標
を

掲
げ
、
全
体
目
標
と
し
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を
平
成

12
年
度
比
６
％
削
減
と
設
定
。

結
果
は
、
平
成
18
年
度
5
・
6

％
減
と
着
実
に
減
少
し
て
き
た

が
、
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
で

平
成
20
年
度
で
は
2
・
2
％
の

減
に
と
ど
ま
っ
た
。
全
体
的
に

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
実
践
が

な
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

平
成
21
年
度
か
ら
の
第
2

次
計
画
の
途
中
結
果
と
評
価
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
度

を
基
準
年
と
し
温
室
効
果
ガ
ス

２
％
削
減
を
目
標
。
こ
の
と
こ

ろ
の
暑
さ
の
影
響
で
、
平
成
21

年
度
で
は
1
・
1
％
増
加
、
今

年
は
夏
の
電
力
不
足
も
懸
念
さ

れ
、
お
客
様
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
各
施
設
の
電
力
量
の

削
減
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

な
ど
で
削
減
対
策
を
実
施
し
て

い
く
。

　
　

町
全
体
で
地
球
温
暖
化
防

止
に
む
け
た
計
画
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

武
豊
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
で
は
、
住
民

へ
の
目
標
設
定
の
規
定
は
な
い

が
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
し
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

町
長

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

新政クラブ
鈴木　一也 議員

問問

問

問

問問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

３
連
動
地
震
が
危
惧
さ
れ
�い
ち
早
く
体
制
を

整
え
る
た
め
広
域
的
に
協
定
先
を
探
す

答

■可児市と協定するきっかけと
　なった町民会館（ゆめプラ）

■グリーンカーテンの家
　冷房費を抑えるグリーンカーテン

災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
先
を
、

中
部
地
方
以
外
の
市
町
と
結
べ
な
い
か

災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
先
を
、

中
部
地
方
以
外
の
市
町
と
結
べ
な
い
か

問
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次
回
選
挙
か
ら
実
施

答

期
日
前
投
票「
宣
誓
書
」の
書
き
込
み

持
参
は
で
き
な
い
か

期
日
前
投
票「
宣
誓
書
」の
書
き
込
み

持
参
は
で
き
な
い
か

問

公明党議員団
本村　強 議員

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

最
近
の
選
挙
に
お
け
る
、
期

日
前
投
票
者
数
は
増
え
続
け
て

い
る
。
し
か
し
、
役
場
に
行
き
、

職
員
の
前
で
「
宣
誓
書
」
を
書

く
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

自
宅
で
書
き
込
み
、
持
参
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
方
の
た

め
に
、
申
請
が
あ
っ
た
方
に
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
で
、
用
紙
を

配
布
し
て
持
参
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

抵
抗
の
あ
る

人
が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
両
方
と
も
、
次
回
選
挙
か

ら
実
施
し
て
い
く
。

　

「
３
・
11
」
悪
夢
の
よ
う
な
、

２
４
，
０
０
０
人
に
も
上
る
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
東

日
本
大
震
災
。
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
の
、
悔
し
い
思
い
を
無
に

し
な
い
た
め
に
も
、
教
訓
と
し

て
学
ぶ
べ
き
は
学
び
、
活
か
せ

る
と
こ
ろ
は
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　
　

町
内
22
箇
所
の
避
難
所
の

見
直
し
の
検
討
は

　
　
　
　
　
　
　

22
箇
所
の
う

ち
、
役
場
は
台
風
時
の
み
、
そ

れ
以
外
は
地
震
・
風
水
害
時
を

想
定
し
て
い
て
、
津
波
は
想
定

し
て
い
な
い
。
東
海
・
東
南
海

連
動
地
震
で
も
、
本
町
に
お
け

る
津
波
の
予
想
は
１
・
７
ｍ
か

ら
１
・
８
ｍ
で
あ
る
。
衣
小
、

武
小
の
グ
ラ
ン
ド
は
、
標
高
が

４
・
９
ｍ
で
、
心
配
な
い
が
、

今
後
、
３
連
動
地
震
も
想
定
す

る
形
で
、
検
証
し
て
い
く
。

　
　

現
在
の
防
災
マ
ッ
プ
は
、

避
難
所
や
２
連
動
地
震
の
浸
水

地
域
も
記
載
さ
れ
た
見
や
す
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
、

３
連
動
地
震
に
も
対
応
し
た
、

液
状
化
マ
ッ
プ
、
等
高
線
（
標

高
線
）
も
記
載
し
て
、
町
民
の

不
安
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
国
・
県

の
防
災
計
画
の
見
直
し
が
さ
れ

る
。
そ
れ
を
待
つ
こ
と
に
な
る

が
、
町
と
し
て
、
独
自
に
で
き

る
こ
と
は
進
め
て
い
く
。
等
高

線
（
標
高
線
）
入
り
の
マ
ッ
プ

は
早
急
に
全
戸
配
布
す
る
予
定
。

避
難
所
、
公
園
な
ど
（
避
難
場

所
）
に
は
標
高
（
ｍ
）
を
記
載

し
た
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
く
。

低
地
に
お
け
る
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
、
３
階
建
て
以
上
の
ビ

ル
を
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
と
し

て
、
民
間
事
業
者
の
方
と
協
定

を
結
び
選
考
し
て
い
く
。

問
：
23
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
、
前
田
地
域
の
雨
水
管
布
設

工
事
と
馬
場
地
域
の
貯
水
池
工

事
の
説
明
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
ゲ
第

一
排
水
区
に
お
け
る
、
10
年
確

率
（
６
８
・
６
㎜
／
ｈ
）
の
雨

に
対
応
す
る
た
め
の
工
事
。
雨

水
幹
線
バ
イ
パ
ス
管
と
し
て
、

前
田
交
差
点
東
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
を

横
断
す
る
直
径
９
０
０
㎜
の
雨

水
管
を
１
８
４
ｍ
に
布
設
す
る

工
事
。
貯
水
池
は
、
１
９
０
０

ト
ン
の
オ
ー
プ
ン
式
と
地
下
貯

留
槽
２
層
式
の
調
整
池
。

　
　

「
印
鑑
登
録
証
」
の
代
替

の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
ド
化
は
、

ニ
ー
ズ
と
状
況
を
み
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

問

問問

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長

■防災マップ

答

産
業
建
設
部
長

投 票 箱

答

厚
生
部
長
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東
日
本
大
震
災
は
、
深
刻

な
教
訓
を
明
ら
か
に
し
、
安

心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
防
災
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
と
防
災
行
政
の
強
化
・
推

進
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　
　

海
岸
護
岸
・
防
潮
堤

の
総
点
検
と
改
修
・
嵩
上
げ
な

ど
を
県
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一

環
と
し
て
、
水
道
管
の
耐
震
化

を
推
進
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

生
活
道
路
を
確
保
す

る
た
め
に
、
町
内
の
全
て
の
橋

の
耐
震
化
を
推
進
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

農
業
用
配
水
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
耐
震
化
と
、
た
め
池

の
改
修
を
推
進
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

障
が
い
者
・
要
介
護

者
・
高
齢
者
な
ど
、
移
動
困
難

者
対
策
を
具
体
化
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

地
盤
の
液
状
化
の
危

険
性
が
極
め
て
高
い
武
豊
高
校

を
、
避
難
場
所
の
指
定
か
ら
は

ず
し
、
避
難
場
所
全
体
を
再
検

討
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

防
災
マ
ッ
プ
に
等
高

線
を
入
れ
、
津
波
の
高
さ
や
到

達
時
間
な
ど
を
追
加
し
、
液
状

化
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
さ
れ

た
い
。

　
　
　
　
防
災
備
蓄
用
品
に「
ヨ

ウ
素
剤
」
を
追
加
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

小
中
学
校
の
教
科
書

か
ら
、
原
発
の
「
安
全
神
話
」

に
関
わ
る
記
述
を
削
除
さ
れ
た

い
。

　
　
　
　
　

①
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
町
と
連
携
し
て
、
県
へ

要
請
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
に
つ

い
て
は
、
口
径
２
０
０
㎜
以
上

の
基
幹
管
路
36
・
３
㎞
の
う
ち

9
・
3
㎞
、
25
・
７
％
は
耐
震

化
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
長
期
的
計
画
を
立

て
て
推
進
し
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
橋
長
15
ｍ

以
上
の
11
橋
に
つ
い
て
は
落
橋

防
止
対
策
済
み
で
あ
る
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
漏
水
な
ど

の
維
持
修
繕
工
事
の
中
で
対
応

し
た
い
。

　

た
め
池
改
修
は
、
整
備
計
画

を
検
討
し
た
い
。

　

⑤
に
つ
い
て
は
、
６
月
定
例

会
に
も
補
正
予
算
を
計
上
し
て

お
り
、
促
進
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

⑥
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
を

整
備
し
、
地
域
支
援
者
を
募
集

し
て
対
応
し
た
い
。

　

⑦
に
つ
い
て
は
、
武
豊
高
校

建
設
時
に
地
盤
調
査
を
行
っ
て

必
要
な
基
礎
工
事
を
し
て
い
る

の
で
、
避
難
場
所
を
解
除
す
る

予
定
は
な
い
。

　

⑧
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
防

災
マ
ッ
プ
に
等
高
線
や
津
波
情

報
な
ど
を
追
加
し
、
近
日
中
に

印
刷
・
配
布
し
た
い
。

　

⑨
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
の

必
要
性
か
ら
判
断
し
て
、
備
蓄

品
に
追
加
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

⑩
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
に
関
す
る
記
載
は

あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

現
状
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
り
、

決
し
て
原
子
力
の
安
全
神
話
を

唱
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

※
他
に
「
町
営
住
宅
の
改
善
に

つ
い
て
」
の
質
問
。

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

東
日
本
大
震
災
は
、
津
波
災

害
の
強
大
な
破
壊
力
を
示
し
、

地
震
の
規
模
に
つ
い
て
も
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
超
え
る

史
上
最
大
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海

の
３
連
動
の
大
地
震
を
想
定
す

る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
突
き

つ
け
た
。

　
　

3
連
動
の
大
地
震
を
想
定

し
て
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

国
や
県
の
方
針
に

連
動
し
な
が
ら
見
直
し
を
進
め

て
い
く
。

　
　

緊
急
的
な
一
時
避
難
場
所

の
考
え
方
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
各
区

で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
一
部
の
区
で
は
、
既

に
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
し
か
し
、
3
連
動
の
大
地

震
や
津
波
被
害
を
想
定
せ
ず
に

選
定
し
て
い
る
の
で
、
見
直
し

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

緊
急
的
に
は
、
標
高
が
記
載

さ
れ
た
地
図
を
全
戸
配
布
、
あ

る
い
は
、
公
園
な
ど
に
掲
示
す

る
の
で
、
低
い
と
こ
ろ
に
い
る

方
は
、
高
台
や
津
波
避
難
ビ
ル

に
逃
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
各

区
や
住
民
に
啓
発
し
て
い
く
。

　
　

津
波
や
液
状
化
あ
る
い
は

断
層
に
よ
る
災
害
を
予
想
す
る

た
め
に
は
、
1
0
0
ｍ
あ
る
い

は
50
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
の
マ
ッ
プ
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

正
確
な
被
害

を
予
測
す
る
た
め
、
よ
り
細
か

い
メ
ッ
シ
ュ
マ
ッ
プ
が
必
要
と

考
え
る
。

　

県
に
対
し
て
、
精
密
な
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
て
い
く
。

　

今
夏
は
、
電
力
供
給
事
業
に

関
し
て
国
な
ど
の
方
針
に
よ
り
、

厳
し
い
供
給
状
況
が
予
想
さ
れ

る
。

　
　

節
電
・
省
エ
ネ
推
進
事
務

局
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
研
究
し
、
町
全
体
で
実
施

す
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

な
い
か
。

　
　
　
　
　

当
町
で
は
、
日
頃

か
ら
節
電
お
よ
び
省
エ
ネ
に
関

連
す
る
情
報
発
信
、
事
業
実
施

に
つ
い
て
環
境
課
を
窓
口
に
住

民
に
お
伝
え
し
て
い
る
。
今
年

度
は
さ
ら
な
る
節
電
・
省
エ
ネ

を
住
民
に
お
願
い
す
る
た
め
、

5
月
12
日
付
け
で
H
P
に
節
電

の
お
願
い
を
掲
示
し
、
節
電
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
て
い

る
経
済
産
業
省
の
H
P
に
も
リ

ン
ク
し
、
啓
発
し
て
い
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
緊
急
的
な
事

象
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
推
進

事
務
局
と
し
て
、
町
幹
部
会
で

意
思
統
一
を
図
り
対
応
し
て
い

る
。

　
　

町
内
の
企
業
や
商
工
会
と

も
連
携
し
、
夏
季
の
電
力
消
費

ピ
ー
ク
を
抑
え
る
工
夫
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

町
内
大
手
企

業
を
中
心
に
従
前
か
ら
、
電
力

消
費
量
の
少
な
い
日
曜
日
な
ど

に
操
業
す
る
工
夫
な
ど
が
な
さ

れ
て
い
る
。
企
業
や
商
工
会
と

行
政
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
取

り
込
め
る
施
策
な
ど
が
あ
っ
た

ら
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

町
民
な
ど
に
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
集
し
て
、
事
務
局
で
整
理

し
、
効
果
の
定
量
化
な
ど
を
加

味
し
て
H
P
に
掲
載
す
る
。
ま

た
、
そ
れ
を
実
践
し
た
人
の
意

見
を
集
約
し
て
、
H
P
に
紹
介

す
る
な
ど
P
D
C
A
が
回
る
よ

う
に
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

熱
中
症
な
ど
の
健
康
被
害
発
生

の
抑
止
や
経
済
活
動
の
停
滞
に

注
意
を
払
い
つ
つ
、
事
業
主
、

商
工
会
、
個
人
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
、
趣
旨
に
沿
っ
た

ア
イ
デ
ィ
ア
を
問
い
か
け
し
た

り
、
お
願
い
し
た
り
し
な
が
ら
、

節
電
・
省
エ
ネ
が
広
が
っ
て
い

く
よ
う
、
ま
た
、
継
続
的
な
活

動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
啓
発
し

て
い
く
。

町民クラブ
佐伯　隆彦 議員

問

問

問

問

問

問

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

■ガレキの山が残る被災地

国
や
県
の
方
針
に
連
動
し
な
が
ら

見
直
し
を
進
め
て
い
く

答

3
連
動
の
大
地
震
を
想
定
し
て
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
考
え
は

3
連
動
の
大
地
震
を
想
定
し
て
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
考
え
は

問
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